
市政の窓

文芸コーナー

★ご存知ですか？「マイ本棚」
　図書館でパスワード登録をすると、
ホームページ上で「マイ本棚」が利用で
きます。読みたい本や読み終わった本を
自分専用の本棚に登録できる機能（図書
館の蔵書が対象）で、本の詳細情報も見
られ、何を読んだか忘れても思い出すこ
ともできます。ぜひ、活用してください。
★図書館カードをどうぞ
　新１年生となる皆さん、入学記念に図
書館カードはいかがですか？保険証など
身分証明書があれば赤ちゃんでも登録で
きます。児童書は何冊でも借りられます。
★変更はありませんか？
　春は新しい門出の季節。図書館カード
の登録内容に変更が生じた場合は、変更
届を提出してください。

 今月のイベント
★３月のおはなし会（八日市場図書館）
毎週土曜日　14時～約30分間
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館だより
休館日…３日（木）、22日（火）、毎週月曜日
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司 

推
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句

八
木　

佐
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推
薦

ま
る
ま
る
と
太
り
し
大
根
両
の
手
に
休
み
休
み
て
家
に
運
び
ぬ

 

安
久
山　
　
　

木
下　

昌
子

正
月
の
門
前
飾
る
葉
牡
丹
の
む
ら
さ
き
と
白
あ
ざ
や
か
に
映
ゆ

 

飯
倉
台　
　
　

多
部
田
佐
智
子

日
差
し
う
け
紅
梅
か
お
る
庭
先
に
目
白
飛
び
来
て
春
を
つ
げ
ゆ
く

 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

お
だ
や
か
な
三
ヶ
日
す
ぎ
厳
冬
に
戻
り
し
庭
に
梅
花
一
輪

 

八
日
市
場
イ　

川
手　
　

芳

立
春
を
明
け
て
田
ん
ぼ
の
畦
を
焼
く
け
む
り
た
な
び
き
夕
陽
に
染
ま
る

 

山　

崎　
　
　

依
知
川
雅
一

か
た
道
き
っ
ぷ
の
旅
に
出
た
夫
を
一
人
思
う
夜
外
は
つ
め
た
い
冬
の
雨

 

荻　

野　
　
　

川
口　

登
喜

母
送
り
仰
ぐ
宙
に
は
蒼
月
高
く
在
り
し
笑
顔
の
重
ね
輝
く

 

八
日
市
場
イ　

小
原　

弘
己

い
つ
し
か
に
わ
が
耳
底
に
棲
み
つ
き
て
蟬
の
か
し
ま
し
蟋
蟀
や
さ
し

 

栢　

田　
　
　

小
川　

知
至

母
よ
り
も
四
つ
年
嵩
と
永
ら
へ
て
節
分
迎
ふ
す
こ
や
か
に
あ
れ

 

野　

手　
　
　

大
木　

政
子

雪
深
く
白
川
郷
は
静
ま
り
て
仰
ぐ
空
よ
り
な
ほ
雪
の
舞
ふ

 

野　

手　
　
　

伊
橋　

良
子

子
宝
草
の
花
の
黄
の
色
淡
あ
は
と
睦
月
半
ば
の
光
を
ま
と
ふ

 

今　

泉　
　
　

稲
葉　

雪
子

竹
幹
の
音
か
ら
み
あ
ふ
余
寒
か
な 

八
日
市
場
ハ　

大
川　
　

子

つ　

き

め
ぐ

寄　付（２万円以上）

日蓮宗千葉県東部宗務所様より
（災害救護積立金として） …50,000円
匿名の方より …120,988円

●社会福祉協議会へ

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
向
上

と
匝
瑳
地
区
の
振
興
発
展
の
た

め
、
地
域
の
皆
様
や
関
係
者
の

方
々
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
閉
校
に
至
っ
た
最

大
の
要
因
は
、
少
子
化
や
人
口

減
少
に
伴
う
児
童
数
の
減
少
に

あ
り
ま
す
。
匝
瑳
市
の
人
口
も

こ
の
10
年
間
で
約
４
７
０
０
人

減
少
し
て
お
り
、
市
で
は
、
減

少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ

く
、
子
育
て
支
援
や
若
者
の
定

住
化
対
策
、
婚
活
事
業
、
転
入

者
促
進
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
が
、
成
果
は
上
げ
つ
つ
も
、

決
定
打
と
ま
で
は
い
か
ず
、
今

後
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

　

３
月
は
、
新
年
度
予
算

審
議
を
中
心
と
す
る
市
議

会
定
例
会
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
会
議
・
総
会
な

ど
が
重
な
り
多
忙
を
極
め

る
月
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
、

特
に
多
く
の
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
野
田
、
栄
両
小
学

校
の
屋
内
運
動
場
竣
工
式
や
市

制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
な
ど

の
ほ
か
、
27
日
に
は
、
八
日
市

場
小
学
校
と
の
統
合
に
伴
う
匝

瑳
小
学
校
の
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
す
。
同
校
の
創
立
１
４
０
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
に
当
た

り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
お
よ
び
地
区
役
員

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
英
断
に

対
し
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

　

今
月
26
日
に
挙
行
い
た
し
ま

す
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

で
は
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学

生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
共

に
、
先
人
が
築
か
れ
た
10
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
、
本
市

が
目
指
す
将
来
都
市
像
「
海
・

み
ど
り
・
ひ
と
が
は
ぐ
く
む
活

力
あ
る
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、

力
強
い
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

匝
瑳
市
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
祝
し
て
、「
そ
う
さ
記
念
公

園
」
と
「
そ
う
さ
観
光
物
産
セ

ン
タ
ー
匝
り
の
里
」
の
オ
ー
プ

ン
が
花
を
添
え
て
く
れ
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

№63

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

＆ スポーツ結果

第10回 民体育大会 競技結果

広報そうさ H 28. 3. 1 12



あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

あ
て
先…

あ
て
先…

あ
て
先…

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班

〒
２
８
９―

２
１
９
８

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

☎
73
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
・
１
１
１
４

力
作

募
集
中

学
校
の
統
合

　

松
山
を
歩
く

匝瑳

探訪
118

140年の歴史に幕を閉じる匝瑳小学校の校門

　

今
月
末
に
１
４
０
年
の
歴
史
を

刻
ん
だ
匝
瑳
小
学
校
が
閉
校
と
な

り
、
八
日
市
場
小
学
校
に
統
合
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
同
校
の
歩

み
を
『
八
日
市
場
市
史
近
現
代

編
』
に
よ
り
た
ど
る
こ
と
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
４
月

に
７
か
村
が
合
併
し
、
戸
数
３
１

６
軒
、
人
口
１
６
２
６
人
の
匝
瑳

村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、

村
内
に
は
松
山
と
長
岡
の
二
つ
の

学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

　

松
山
学
校
は
１
８
７
６
（
明
治

９
）
年
に
、
中
台
村
の
寺
院
を
教

場
に
教
員
１
人
、
男
子
児
童
44
人

で
開
校
し
ま
し
た
。

　

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
の
学

制
発
布
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
市
域

の
主
な
村
で
寺
院
を
教
場
に
学
校

が
開
か
れ
た
の
は
、
幕
末
か
ら
の

私
塾
が
発
展
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

当
地
域
は
当
時
、
土
浦
（
現
在

の
茨
城
県
）
に
県
庁
が
あ
っ
た
新

治
県
に
属
し
て
お
り
、
県
下
で
２

番
目
に
作
新
学
校
（
椿
海
小
の
前

身
）、
３
番
目
の
福
岡
学
校
（
八

日
市
場
小
の
前
身
）、
６

番
目
の
飯
倉
学
校
（
豊
栄

小
の
前
身
）
と
開
校
が
続

き
ま
し
た
。

　

現
在
の
各
小
学
校
に
つ

な
が
る
学
校
の
統
合
は
、

明
治
22
年
の
新
村
誕
生
前

後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

匝
瑳
村
成
立
前
は
連
合

村
編
制
の
関
連
で
、
１
８

８
３
年
に
大
浦
と
長
岡
の

２
か
村
で
長
岡
学
校
を
開

き
ま
し
た
。
宮
本
村
は
こ

の
こ
ろ
八
日
市
場
村
外
４

か
村
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
新
村
成

立
時
に
匝
瑳
村
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

国
の
小
学
校
を
め
ぐ
る
制
度
の

改
変
に
対
応
し
て
匝
瑳
村
で
は
、

１
８
９
２
年
に
松
山
小
学
校
を

「
匝
南
小
学
校
」、
長
岡
小
学
校
を

「
匝
北
小
学
校
」
と
呼
び
、
匝
瑳
小

学
校
と
な
る
両
校
の
統
合
は
１
９

０
２
年
で
し
た
。
当
時
の
在
校
生

の
思
い
出
に
、「
匝
南
の
校
舎
は
茅

葺
き
屋
根
で
農
家
並
み
の
質
素
な

建
物
で
し
た
。
北
西
側
は
崖
の
山

林
で
、
冬
と
も
な
れ
ば
、
寒
風
に

悩
ま
さ
れ
わ
ら
囲
い
を
し
て
防
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
『
納
豆
学
校
』

と
呼
ば
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

１
９
０
２
年
の
匝
瑳
小
学
校
の

児
童
数
は
２
９
５
人
、
就
学
率
は

90
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
村
の
予

算
の
約
半
分
が
教
育
費
に
充
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

匝
瑳
村
の
中
心
地
の
現
在
地
に

新
校
舎
が
完
成
し
た
の
は
、
１
９

０
９
（
明
治
42
）
年
で
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
「
教
室
を
真
ん
中
で
区

切
り
、
１
年
生
は
左
側
、
２
、
３

年
生
は
右
側
で
、
３
人
の
先
生
が

１
教
室
の
中
で
教
え
て
い
ま
し

た
」
と
、
当
時
の
児
童
が
回
想
し

て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

春
灯
の
に
じ
む
あ
た
り
や
遠
駅
舎 

八
日
市
場
ハ　

江
波
戸
知
巳

春
灯
や
里
わ
の
温
く
く
沈
み
を
り 

若
潮
町　
　
　

光
瀨
甲
江
子

音
た
つ
る
野
川
の
光
鶴
帰
る 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

鬼
は
外
此
岸
彼
岸
は
ひ
と
続
き 

八
日
市
場
ロ　

髙
安
せ
い
子

主
婦
の
座
に
定
年
は
な
し
寒
の
水 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

ひ
た
隠
す
わ
け
の
あ
り
け
り
蜜
柑
む
く 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

作
業
車
に
若
葉
マ
ー
ク
や
う
ら
ら
な
り 

飯　

高　
　
　

安
藤　

建
子

ウ
イ
ン
ド
ウ
装
い
明
る
く
春
め
き
ぬ 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

陽
光
の
奥
に
届
き
て
文
化
の
日 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

裂
け
て
い
る
梅
の
古
木
に
蕾
満
つ 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

桜
よ
り
梅
が
好
き
だ
と
母
卒
寿 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

梅
酒
な
ら
夫
に
負
け
ぬ
自
身
あ
り 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

朝
粥
に
梅
干
一
つ
胃
に
や
さ
し 

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

梅
一
輪
咲
い
て
我
が
家
へ
春
を
呼
び 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

ふ
と
足
を
止
め
さ
せ
て
い
る
路
地
の
梅 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

芳
香
に
誘
わ
れ
歩
く
梅
林
路 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

梅
林
で
懐
炉
を
腰
に
野
立
て
の
子 

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

軽
ト
ラ
が
孫
を
待
っ
て
る
無
人
駅 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

毎
日
に
望
み
を
た
く
す
明
日
が
あ
る 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

に
い

は
り

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
注
意
報

表  

彰
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